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1)　（独）産業技術総合研究所プレス・リリー ス：http://www.aist.go.jp/aist_j/press_release/pr2008/pr20080612/pr20080612.html
　音声情報を自動でテキスト化できれば、音声情報の内容も検索が可能となる。2008 年 6 月 12
日、(独) 産業技術総合研究所は、インターネット上にある日本語の音声データを文字情報に自動変換して
の全文検索サービス「Pod Castle（ポッドキャッスル）」を Web 上で一般公開し、音声認識・検索技術向
上への実証実験を始めた。元の音声データと自動変換された文字情報を公開し、不特定多数のユーザー
に誤認識を訂正してもらい、その結果を学習・反映させることで、性能の向上を図る。開発した音声認識・
検索技術を実用化し、Web サービス、コールセンター、議事録作成などへの応用に展開する予定である。
　( 独 ) 産業技術総合研究所は、2008 年 6 月12 日よ
り、インターネット上にある日本語の音声データを自動
的に文字変換して、その文字情報を対象とした全文検
索サービス「Pod Castle（ポッドキャッスル）」（http://
podcastle.jp）をWeb 上で一般公開し、音声認識・検
索技術向上への実証実験を始めた。元の音声データと
自動変換された文字情報を公開し、不特定多数のユー
ザーに誤認識を訂正してもらう。その訂正結果を自動
学習させることで、音声認識性能と音声検索性能を向
上させる（図表参照）。
　インターネット上では、最近ポッドキャストと呼ばれ
る音声配信が増加し、内容もニュ スー、講座や解説、
ブログなど多岐にわたる。ポッドキャストは、iPod と
broadcast から連想された合成語であり、内容は一話
ごとに、エピソードと呼ばれる音声ファイル（通常は
MP3圧縮形式）に納められている。ポッドキャスティン
グ用のソフトがインストールされていれば、パソコンで
聞くことができ、また、個人や団体が容易に発信できる
ために、その数が増え続けている。しかし、音声その
ものを比較・検索する技術や、音声ファイル名自体を
検索する技術はあっても、音声認識の困難さから、音
声内容による全文検索技術は完成していない。今回の
様に、音声情報を自動でテキスト化（文字情報化）でき
れば、音声情報の内容についても検索が可能となる。
　現在の音声認識技術では、インターネット上の様々
な音声データ、特にくだけた会話などを認識する際の
誤認識が多く、次 と々出現する新しい言葉にも対応で
きていない。今回の実証実験は、多数のユーザーの協
力を得て、音声認識・検索技術の向上に役立てる。公
開された「Pod Castle」に、ユーザーがポッドキャスト
を登録すれば、その音声情報が直ちに自動認識され、
元の音声情報と同時に認識された文字情報が公開され
る。この公開情報をもとに、さらに多くのユーザーが
誤認識を訂正し、編集できる仕組みになっている。7
月22 日時点で登録されているポッドキャスト数は406、
含まれるエピソ ドーは 23,940 個でそのうち訂正済みの
エピソ ドーは 831 個となっている。ユーザーの訂正結
果を学習し、さらに、インターネット上の記事から、新
語、時事用語、芸能人名などの新しい言葉の自動学習
も併用して、音声認識辞書の登録語彙を増やす。現在
の Pod Castle の音声認識辞書には、約 16 万 5 千語
が登録されており、自動学習により日々増え続けている。
　この研究で開発した音声認識・検索技術を、産業界
と連携して実用化し、Web サービス、コールセンター、
議事録作成などの様々な応用に展開する予定である。
また、テレビ放送の字幕付与にも応用が期待される。
公開された「Pod Castle」の仕組み
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